
1 
 

２０２６年度 第２回 富山大学臨床研究審査委員会（CRB）議事要録 

 

日 時：２０２６年５月２６日（火）１６：３０ ～ １６：４４  

場 所：富山大学杉谷キャンパス管理棟３階大会議室（中）、Microsoft Teams 

出席者：中川委員長、高澤、小林、大浦、草野、舟木、今村の各委員 

欠席者：鹿島、金谷の各委員 

事務担当：三田村、福井、曽根 

陪 席：五月女教授、森 CRC、星井 CRC（臨床研究開発推進センター）、 

横山課長補佐（研究振興課） 

 

[確認事項]  

・委員会の成立について 

  成立要件を満たしていることを確認した。 

・２０２６年度第１回富山大学臨床研究審査委員会の議事要録の確認について 

  委員長から、前回委員会の議事要録案について説明があり、原案のとおり了承した。 

・委員の利益相反の確認 

 審議事項に関して、委員の利益相反状況を確認した。 

 

[審議事項]  

１．変更申請について 

（１）在宅慢性心不全患者の再入院回避における呼吸安定時間（Respiratory Stability 

 Time : RST®）ガイド治療の有用性―多施設・単群・非盲検臨床試験による検討― 

SCR2024002［多施設共同研究］ 

統括管理者：絹川 弘一郎（内科学（第二） 教授） 

申請受領日：2026年 5月 20日 

 

事務局から資料１に基づき変更内容の説明があり、審議の結果、全会一致で承認され

た。 

 

２．定期報告について 

（１）ハイパードライヒト乾燥羊膜を用いた外科的再建術 再発翼状片（増殖組織が角膜輪 

部を超えるものに限る。） 

SCR2018002 [多施設共同研究] 

統括管理者：林 篤志（眼科学 教授） 

申請受領日：2026年 4月 23日 

 

事務局から資料２に基づき定期報告について説明があり、審議の結果、全会一致で承認 

された。 
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３．終了通知について 

（１）メニエール病に対する苓桂朮甘湯のプラセボ対照無作為化二重盲検試験 

SCR2020007 [単施設研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

申請受領日：2026年 5月 11日 

 

事務局から資料３に基づき終了通知について説明があり、審議の結果、全会一致で承認 

された。 

 

[報告事項] 

１．簡便な審査報告について 

（１）軽度アルツハイマー型認知症を対象とする八味地黄丸の有効性と安全性を評価する多施

設共同、プラセボ対照、ランダム化比較試験 

SCR2025002 [多施設共同研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

  

委員長から資料４に基づき報告があった。 

 

（２）経頭蓋直流電気刺激（tDCS）療法の神経疾患治療における有効性と安全性の検証 

SCR2021005 [多施設共同研究] 

統括管理者：山下 徹（脳神経内科 教授） 

  

委員長から資料５に基づき報告があった。 

 

２．軽微変更通知について 

（１）在宅慢性心不全患者の再入院回避における呼吸安定時間（Respiratory Stability 

 Time : RST®）ガイド治療の有用性―多施設・単群・非盲検臨床試験による検討― 

SCR2024002［多施設共同研究］ 

統括管理者：絹川 弘一郎（内科学（第二） 教授） 

  

事務局から資料６に基づき報告があった。 

 

（２）軽度アルツハイマー型認知症を対象とする八味地黄丸の有効性と安全性を評価する多施

設共同、プラセボ対照、ランダム化比較試験 

SCR2025002 [多施設共同研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

  

事務局から資料７に基づき報告があった。 
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３．事前確認不要事項 

（１）軽度アルツハイマー型認知症を対象とする八味地黄丸の有効性と安全性を評価する多施

設共同、プラセボ対照、ランダム化比較試験 

SCR2025002 [多施設共同研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

  

事務局から資料８に基づき報告があった。 

 

（２）軽度アルツハイマー型認知症を対象とする八味地黄丸の有効性と安全性を評価する多施

設共同、プラセボ対照、ランダム化比較試験 

SCR2025002 [多施設共同研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

  

事務局から資料９に基づき報告があった。 

 

４．実施計画提出通知について 

（１）在宅慢性心不全患者の再入院回避における呼吸安定時間（Respiratory Stability 

  Time : RST®）ガイド治療の有用性―多施設・単群・非盲検臨床試験による検討― 

SCR2024002［多施設共同研究］ 

統括管理者：絹川 弘一郎（内科学（第二） 教授） 

 

事務局から資料 10に基づき報告があった。 

 

（２）メニエール病に対する苓桂朮甘湯のプラセボ対照無作為化二重盲検試験 

SCR2020007 [単施設研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

 

事務局から資料 11に基づき報告があった。 

 

（３）軽度アルツハイマー型認知症を対象とする八味地黄丸の有効性と安全性を評価する多施

設共同、プラセボ対照、ランダム化比較試験 

SCR2025002 [多施設共同研究] 

統括管理者：貝沼 茂三郎（和漢診療学 教授） 

  

事務局から資料 12に基づき報告があった。 

 

５．モニタリング報告について 

（１）腹腔洗浄細胞診陽性膵癌に対する全身化学療法の有効性を検証するための多施設共同第 
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II相試験 

SCR2022003 [多施設共同研究] 

統括管理者：藤井 努（外科学（消化器・腫瘍・総合外科 教授） 

モニタリング実施日：2026/2/2～5/20 

 

事務局から資料 13に基づき、当院における研究実施中モニタリングの結果について報告

があった。 

以上 


